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大規模災害を想定した防災訓練の様子
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「
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム

　
　
　
　

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
」

副
診
療
部
長　

鈴　

木　
　
　

稔

　

こ
と
し
は
全
国
的
な
猛
暑
が
続
い

た
こ
と
も
あ
り
、
夏
の
疲
れ
が
出
や

す
い
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

昨
今
は
猛
暑
だ
け
で
は
な
く
、
秋

田
県
内
に
お
い
て
も
豪
雨
に
よ
る
被

害
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
昨
年
7

月
・
8
月
、
そ
し
て
本
年
5
月
に
も
、

県
内
各
地
に
お
い
て
大
規
模
な
洪
水

や
氾
濫
が
起
こ
り
、
多
数
の
浸
水
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
6
月
18
日
に
は
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
１
・
最
大
震
度

6
弱
の
大
阪
府
北
部
地
震
が
あ
り
、

さ
ら
に
6
月
28
日
か
ら
7
月
8
日
に

か
け
て
、
西
日
本
を
中
心
と
し
た
記

録
的
豪
雨
災
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
世
界
的

異
常
気
象
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
起
こ
っ

て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
い
ご
時
世

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
『
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ（D
isaster M

edical Assistance 
Team

：
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）』の
名
は
、

ど
こ
か
で
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
２
０
１
４

年
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
お
い
て
、『
Ｄ
ｒ
．

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
』
の
タ
イ
ト
ル
で
ド
ラ
マ

化
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
し
て
も
レ
ン
タ

ル
・
販
売
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
大
変
似
た
名
称
な
の

で
す
が
、『
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
』（D

isaster 
Psychiatric Assistance Team

：

デ
ィ
ー
パ
ッ
ト
）
と
い
う
も
の
が
存

在
し
ま
す
。
あ
え
て
日
本
語
に
訳
し

ま
す
と
、『
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー

ム
』
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

以
前
は『
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
で
の
活
動
内
容
を
教
訓
と
し

て
、
東
日
本
大
震
災
以
降
に
、
新
た

に
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
と
し
て
制
度
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
場
合
は
、
大
規
模
集

団
災
害
の
発
災
直
後
よ
り
被
災
地
内

に
入
り
、
外
傷
患
者
さ
ん
や
身
体
疾

患
患
者
さ
ん
の
ト
リ
ア
ー
ジ
（
ふ
る

い
分
け
）、
被
災
地
内
病
院
支
援
、

域
内
搬
送
、
広
域
搬
送
等
を
主
な
任

務
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、D

PAT

も
発
災
直

後
か
ら
被
災
地
内
に
入
り
、
被
災
地

内
精
神
科
医
療
機
関
へ
の
支
援
、
各

避
難
所
へ
の
巡
回
診
療
、
半
壊
ま
た

は
全
壊
し
た
精
神
科
医
療
機
関
に
お

け
る
入
院
患
者
さ
ん
を
安
全
な
場
所

へ
と
避
難
搬
送
す
る
等
の
任
務
を
担

当
い
た
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
は
、
精
神
科
医
師
、
看

護
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
（
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
）、
臨
床
心
理
士
、
事
務

員
な
ど
の
職
種
に
よ
り
、
1
チ
ー
ム

数
名
に
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
同
県
他

病
院
の
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
リ
レ
ー
方
式
で
、
同

一
被
災
地
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
秋
田
県
に
お
い
て
も

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
が
体
制
整
備
さ
れ
、
4

病
院
が
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
指
定
病
院
と
し

て
、
県
か
ら
の
指
定
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
当
院
も
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
指
定
病
院

と
し
て
指
定
を
受
け
て
お
り
、
目
下

活
動
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

自
然
災
害
や
犯
罪
事
件
、航
空
機
・

列
車
事
故
等
の
集
団
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
被
災
地
域
の
精
神
保

健
医
療
機
能
が
一
時
的
に
低
下
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
災

害
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
新
た
に
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
や
他
の
精
神
的
問
題
が
生
じ
る

等
、
精
神
保
健
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
が

拡
大
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
院
に
所
属
す
る
7
名
の
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｔ
隊
員
た
ち
も
、
平
時
か
ら
研
修
訓

練
等
に
積
極
的
に
参
加
し
研
鑽
を
積

み
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
事

の
際
に
は
被
災
地
の
方
々
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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秋
田
緑
ヶ
丘
病
院
で
は
、
現
在
、
年

間
目
標
の
一
つ
に
「
防
災
対
策
」
を
掲

げ
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
体
制
の

強
化
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

月
一
度
防
災
対
策
委
員
会
を
行
い
、
災

害
発
生
時
の
対
応
や
必
要
物
品
の
備

蓄
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
他
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
Ⓡ
※

を
用
い
た
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
実
践
や
検
証
を
重
ね
な
が

ら
、
今
年
の
4
月
に
大
規
模
災
害
時
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
刷
新
し
た
形
で
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
版
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
地
域
の
方
々
と
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
秋
田
緑
ヶ
丘
病
院
で
は
、

患
者
さ
ん
の
安
全
を
し
っ
か
り
と
確
保

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
防
災
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

秋田緑ヶ丘病院における防災の取り組みについて

　

過
去
、
急
性
期
治
療
病
棟
の
入
院
患
者

さ
ん
は
統
合
失
調
症
な
ど
の
急
性
期
症
状

を
呈
す
る
患
者
さ
ん
が
中
心
で
し
た
が
、

現
在
で
は
、
統
合
失
調
症
の
患
者
さ
ん

や
、
認
知
症
患
者
さ
ん
、
ま
た
、
ス
ト
レ

ス
関
連
疾
患
の
患
者
さ
ん
な
ど
様
々
な
状

態
像
の
患
者
さ
ん
が
混
在
し
、
入
院
治
療

を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
様
々
な

状
態
像
の
患
者
さ
ん
に
適
切
な
治
療
を
提

供
す
る
た
め
、
急
性
期
病
棟
内
の
一
部
を

ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
静
か
な
環
境
で
、
ゆ
っ

く
り
と
治
療
に
専
念
し
て
い
た
だ
け
る
治

療
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
８
月
１

日
か
ら
高
齢
患
者
さ
ん
を
中
心
に
、
現
在

５
床
で
本
格
的
に
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
の
上
旬
か
ら
約
３
ヶ
月
と
長
期
の

改
修
工
事
に
伴
い
、
入
院
患
者
さ
ん
を
は

じ
め
、
ご
家
族
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

に
は
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し

ま
し
た
。
長
期
の
改
修
工
事
だ
っ
た
の

で
病
棟
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
工
事
期
間
中
、

日
々
の
日
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
患
者

さ
ん
の
安
全
、
安
楽
を
第
一
に
考
え
、
無

断
離
院
や
工
事
に
伴
っ
て
の
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
毎
日
気
を
張
り
な
が
ら
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
工
程
に

よ
っ
て
業
務
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
た

東１病棟新ユニット完成について

※
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ボ
ッ
ク
ス
Ⓡ
と
は
、
災
害
発
生

時
、
活
動
拠
点
と
な
る
災
害
対

策
本
部
に
早
く
集
ま
っ
た
人
に

渡
す
「
や
る
べ
き
任
務
」
を
記

載
し
た
指
示
カ
ー
ド
な
ど
、
最

低
限
必
要
と
な
る
事
務
用
品
を

準
備
し
た
箱
で
す
。
こ
の
ツ
ー

ル
を
用
い
る
こ
と
で
、
発
災
初

動
時
に
や
る
べ
き
こ
と
が
整
理

さ
れ
、
最
優
先
で
や
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
行
動
が
明
確
化
さ

れ
ま
す
。

り
、
巡
回
を
強
化
す
る
な
ど
小
さ
な
努
力

の
積
み
重
ね
の
お
か
げ
で
無
事
に
大
き
な

事
故
も
な
く
、
工
程
ど
お
り
ユ
ニ
ッ
ト
完

成
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に
こ

の
場
を
借
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
軽
度
認
知
症
患
者
さ
ん
の
レ
ス

パ
イ
ト
入
院
で
あ
っ
た
り
、
急
性
期
症
状

の
患
者
さ
ん
の
環
境
調
整
的
な
活
用
な
ど

多
種
多
様
に
こ
の
新
ユ
ニ
ッ
ト
を
活
用

し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
快
適
な
入
院
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
運
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東 1病棟
師長

井島　寛征

新設したデイルーム
ナースステーションも広くなりました
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秋田市認知症初期集中支援チーム
　平成29年10月１日より、秋田市からの委託を受け、当院にて秋田市認知症初期集中支援チーム（以
下：支援チーム）の業務を開始しております。
　これまでの医療は、認知症の方に危機が生じてからの事後的な対応が多く、ケアの現場においても
継続的なアセスメントが不十分となっておりました。そこで、認知症が疑われる方やご家族に早期に
関わり、認知症の早期診断・早期対応に向けた支援体制を構築することを目的とし、支援チームが創
設されました。
　「初期」という言葉の意味は、「認知症を発症してからの早期段階」という意味だけではなく、「関
わりの初期」という意味もあるため、支援チームの対象者は、医療サービスおよび介護サービスに結
びついていない方や中断している方、または認知症による行動・心理症状が顕著である方となります。
具体的な活動内容としては、対象者の自宅を訪問し、生活状況に応じた助言やご家族への心理的サポー
トを行った上で、専門医療機関への受診や介護サービス利用に関しての支援をすすめていくことです。
訪問後には、チーム員医師や地域包括支援センター、行政職員、関係機関を召集したチーム員会議を
開催し、支援の方針を検討します。そして、医療サービスおよび介護サービスの安定的な支援に移行
するまでの概ね最長６ヶ月間に集中した形で、認知症の症状に沿った対応や助言、サービスの調整等
を行います。

　当院では、認知症疾患医療センターのスタッ
フが中心となり支援チームを稼動させている
ため、医療機関への受診が必要と思われる対
象者への動機付けや、かかりつけ医との連携
について、特に機能を発揮できると考えております。またご家族に対しては、
決して一人で悩まないようにということをお伝えし、困ったときに安心してご
相談いただけるような関係性の構築を図っていきます。認知症になっても本人
の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、包括的・
集中的な支援を通じ、地域における認知症支援体制の発展に貢献したいと考え
ております。本事業についてのご理解とご協力の程、よろしくお願い致します。

秋
田
緑
ヶ
丘
病
院
秋
田
県
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー  

新
事
務
所
紹
介

　

秋
田
緑
ヶ
丘
病
院
秋
田
県
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
秋
田
市

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
員
が
常

駐
す
る
事
務
所
が
完
成
し
、
平
成
30
年

4
月
よ
り
同
事
務
所
に
て
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

事
務
所
内
に
面
接
室
や
心
理
検
査
室

を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
を

受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
さ
ん

の
ご
案
内
も
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
務
所
を
活
動
拠
点
と
し
、
認

知
症
患
者
さ
ん
に
対
す
る
支
援
業
務
の

更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

患面 接 室

私たちが訪問いたします
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至男鹿 

至能代 
至秋田 

至秋田港

コメリGS ● ●

● GS 

● GS 

● 
願成寺

追 分 駅 

● 秋田マツダ 

● 
秋田北中 

● 
保坂理容 

秋田緑ケ丘病院

秋田緑ヶ丘病院
秋田県認知症疾患医療センター

オリーブ

クローバー
ロンドンバス

新城川
三楽園

7

外来診療外来診療ののご案内ご案内

　サービス向上の 1 つ
として、診療費等の支
払いについては、JCB、
AMERICAN EXPRESS、

VISA 及びMasterCard 等のクレジットカードがご利用でき
ます。クレジットカードが利用できることにより、支払方
法の選択肢が広がるほか、現金の持ち合わせがなくても安
心して受診できるようになります。

　

払
A

クレジットカードでの
支払いが可能です

心療内科・精神科・内科・麻酔科
◆初診の場合
　〈受 付 窓 口〉受付・総合案内へ
　〈外来診療受付時間〉平日・土曜日問わず受付は午前 11：30 までに
　　　　　　　  お願いいたします。
　〈診 療 時 間〉平日（土曜日は午前中のみ）
　　　　　　　  　　　９：00 ～ 12：00 ／ 14：00 ～ 17：00
　　　　　　　  土曜日の診察は「第２・第４」のみ行っています。
　　　　　　　  但し、救急の場合はその限りではありません。
　　　　　　　　（午後に予約制による診察を行っています。）
　　　　　　　  ※内科は土曜日休診、麻酔科は平日午後・土曜日休診。
　〈必要なもの〉　保険証
　　※受給証をお持ちの方は併せて受給者証を提示してください。

◆院外処方について
当院では外来の院外処方を行っています。ご不明な点につき
ましては、外来受付までお問い合わせ下さい。

◆ 2回目以降受診（再診）の場合は
　〈受 付 窓 口〉受付・総合案内へ
　〈必要なもの〉診察券と保険証
◆専門外来について
「うつ・ストレス外来」「女性専門外来」「もの忘れ外来」「睡眠
障がい外来」「ＰＴＳＤ外来」こちらの外来診療については完全
予約制となりますので受付までお電話下さい。

　毎月1回は保険証の確認をさせていただきますのでご提示願います。

4

　ここ最近、日中も過ごしやすい気温になってきて、
朝晩は肌寒いくらいになってきましたが、今年の夏を
振り返ると、命の危険を伴う猛暑が続いたり、変則的
な道をたどる台風が発生したりと、私たちの経験則だ
けでは測ることができない自然の猛威を感じました。
自然災害はいつ起こるか分かりません。自身の防災意
識を高めながら、何かあった際に冷静に対応できるよ
う、普段から備えたいと思います。

編集
後記

こんにちは。新人です！

　

今
年
の
４
月
か
ら
総
務
課
に
配
属
し
て
、

約
６
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
は
文
書
処

理
、
車
両
関
係
を
メ
イ
ン
に
担
当
し
て
お
り

ま
す
。
新
し
い
環
境
の
中
で
、
日
々
流
動
的

に
仕
事
を
行
う
こ
と
に
慣
れ
ず
、
不
安
な
部

分
も
あ
り
ま
し
た
が
先
輩
方
に
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
学
ば
せ
て
頂
き
な
が
ら
日
々
業
務

に
励
ん
で
い
ま
す
。
業
務
を
通
じ
、
各
部
署

と
の
連
携
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
で

す
。
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
１
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
、
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 事務部　総務課員

伊藤　竣哉

　

４
月
よ
り
東
１
病
棟
で
看
護
師
と
し
て
勤

務
し
、
約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
社
会
人
を

経
験
し
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
看
護
学
校
へ

通
い
、
看
護
師
と
な
り
ま
し
た
。
入
職
当
初

は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
初
め
て
の
経

験
ば
か
り
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
、
不
安
と

緊
張
の
毎
日
で
し
た
が
、
師
長
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
日
々
業
務

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
看
護
師
と
し
て
の
経
験
も
浅
く
、

知
識
や
技
術
も
未
熟
で
す
が
、
１
日
で
も
早

く
病
棟
の
戦
力
と
な
り
、
よ
り
良
い
看
護
が

提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

東1病棟
阿部　奏子

Q（オリーブの）浴室の使用時間が1時間な
ので、浴室内で時間が分かるように防水時
計を設置してほしい。

Aご意見有難うございます。
浴室内に防水時計を設置する予定です。
これからも、皆様のご意見を取り入れ、より良い療養環境を目
指して参ります。

（オリーブの）浴室の使用時間が
ので 浴室内で時間が分かるよう

QQ&&AA意
見
箱

職員や病棟に関するご意見につきましては、各担当責任者が個別に
対応しております。病院運営の参考にさせて頂きますので、今後と
もご協力宜しくお願いいたします。

ロンドンバス夜間営業のお知らせ
　クローバー就労継続支援事業所で
は、喫茶「BusCafe」を営業しており
ます。金曜日・土曜日は17時～ 21
時でディナー営業がございます。飲
み放題プランもご用意しており、御
食事会や飲み会など様々な場面でご
利用できます。お子様連れのご家族
はもちろんのこと、友人・職場の皆
様でもご来店下さい。皆様のご来店、
心よりお待ちしております。ておお待待ちちしてておりますております。す。お待待ちちして


